


Lま じ め 古こ

タウンセ ンター地区の開発は､港北ニ ュータウン地域の核としてばか りでな

く､横浜市の副都心として首都圏域まで視野におさめた､商業 ･業務 ･文化等

の多様な施設を集積 した､多機能複合型のセ ンタ-形成を目指 しています.

東名､第三京浜の二つの高速道路 と国道 246号線による道路網､田園都市線

､東横線をは じめとした鉄道網､さらにはセ ンターの南北それぞれに駅が設置

される5年度開業予定の 3号線が中央を縦断す るというように､ハイレベルな

広域交通ネ ットワークの中心に位置す るタウンセ ンターでは､今後､人 ･モノ

･情報が高度に集中する都心が形成 されてい くことになります｡

既にタウンセ ンターの周辺では､国内外の一流企業の研究所 ･研修所の他､

ドイツ学園､日本住情報交流セ ンタ-といった施設の立地が進め られており､

ニュータウンの要であるタウンセ ンターにあって も､商業 ･業務 ･文化等の各

方面か ら熱い視線が注がれています｡

車社会や大規模複合開発等の､今 日的課題の対応するためのマスタープラン

修正作業を行い､換地設計 も終了 した現在､21世紀に向けた新 しい計画都市

として､タウンセ ンターはその全貌を現す時期に来ています｡

このため横浜市 と住宅 ･都市整備公団は､マスタープランの修正作業に並行

し､地権者代表の方々との検討内容を反映 しつつ､タウンセンター建設計画の

全体像をまとめる作業を進めてまいりま した｡

ここに､タウンセンターの計画概要を通 してその全体像を代表者の方々にお

示 しし､タウンセ ンターが rどのような都市Jの形成を目指 しているかを明確

に した上で､これか らの具体的な建設を皆様 と共に推進 してまいりたいと考え

ております｡

平成 3年 1月
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多機能複合に基づく広域拠点の形成

港北ニュータウンは､鉄道網や広域幹線道路網等が近い将来さらに充実す

ることにより､横浜市中心部だけでなく東京都心部との関係性が強まり､発

展性の高い拠点的地域を形成する可能性が強い｡

また,センター地区は商業業務集積地区として首都圏でも有数の規模を有

していることから､横浜市北部の商業核となるだけでなく,首都圏域まで視

野に治めた広域対条の拠点地区の形成を目指す｡

広域拠点形成のために､商業施設を中心とした単一機能主体型のセンタ-

でなく､業務 ･文化 ･住宅等の多様な機能､大小様々な空間 ･形態が複合す

る多機能複合型のセンターを目指す｡

更に､時代の要請である国際化,情報化等についても港北ニュータウンの

主張すべき方向であり､センター形成にあっても嶺極的に対応する｡

生活 ･文化の情報発信拠点の形成

当センター地区は､良好な住環境のもとに大量に住宅を供給するニュータ

ウン内に立地するため､業務機能を中心とするMM21地区,新横浜地区とは

異なり､あくまで生精に根差した人間味豊かなセンタ-づくりを目指す｡

従来のセンター地区に見られるような､単なる物的消費生滑を支えるため

だけの生括拠点ではなく､首都圏の中でも文化イメージの非常に高い土地柄

や近年の文化教養志向の高まり等を踏まえ､知的 ･文化的消費を支える生活

文化拠点として将来のあるべき生活文化を提案するような､情報発信性の高

い洗練されたセンターを目指す｡

高度の都心性と自然性を備えたセンターの形成

道路等の都市基盤施設の整備水準や空間の質を高めるとともに､情報弟等

のソフトシステムを充実し､ハード･ソフト両面でバランスのとれた､全体

に整備水準の高い都心的魅力のあるセンターを目指す｡

更に､グリーンマトリックスの拠点としての公園､緑地等の豊富な自然環

境を積極的に括用し､都市的アメニティと自然的アメニティの両方を兼わ備

えた､これまでの都心にない､ゆったりとして自然が息づく快適なセンター

を目指す｡

個性豊かで自己主張を持つセンターの形成

高水準な都市サービス,計画的施設立地等を通じて､空間,機能等を含め

たトータルな面で他の商業業務地との差別化を追求し､ニュータウン内居住

者が誇りに思うような個性豊かなセンターを目指すO

また､他の広域拠点に対しセンターの存在を広範にアピールし､広域的な

来街着を吸引するような自己主張をもつセンターを目指すO
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ゾーニング図 『
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工 _ 街 の 骨 格

車によるアクセスを容易にし､広域からの集客力を高めるため､早期に主要

幹線道路を整備 しますO

･中山 ･北山田線

･佐江戸 ･北山田線

･牛久保 ･中川線

･新羽 ･荏田線 (整備済)

･駅前停車場繰

センター内道路

センター来街者にとって分かりやす く､利用 しやすい道路ネットワークを構

成 します｡

○ 補助幹線道路

来街着､荷捌き等のすへての車動線に対応するセ ンター内の骨格的な道路

○ 区画道路

主に､沿道施設の利用､荷捌きのための道路

○ シンボル道路
歩行者の骨格動線であると同時に､センターの景観軸として機能する道路.

単なる交通梯能だけではなく､商業､ レクリエーション､ コミュニティ形成

績能 も担う空間

○ 歩車融合道路

歩行者優先の道路とし､センター内の歩行者動線のひとつとして､シ ョ ッ

ピングス トリー トの性格を持つ道路

駐車場システム

① タウンセンターでは､将来全体で 1万台を超える駐車場需要が発生すると

見込まれ､この需要に応えるために公共と民間が適切に分担 しなが ら､でき

るだけ大量の駐車場整備を行います｡

② 公共駐車場としては､駅前広場地下駐車場及び公的立体駐車場があり､こ

のうち､まず駅前広場地下駐車場の整備を進めると共に､将来的には駐車場

案内システムを備え､車社会に十分に備えたものとします｡

③ また､核的複合施設の街区をはじめとするそれぞれの街区においても､付

置義務等に基づき､十分な駐車場を確保 します｡
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①配電線を地中化することにより､電柱のない美しい都市景観をつくります｡

②道路の掘り返しの防止,道路空間の有効利用を行い､より高度な公共サー

ビスを提供するために､共同溝などの共同埋設システムを導入します｡
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地域冷暖房システム

省エネルギ-,大気汚染防止,防災催,景観面の向上のため､大規模街区

を中心とした一定の区域について､エネルギー供給基盤として地域冷暖房シ

ステムを導入します｡

共同溝薦内に設置された地域配管

需要者側受入施設
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高速鉄道3号線

(D横浜の中心部タウンセンター地区を直結し､東京

からのアクセスを向上させ､広域拠点にふさわし

い機能立地を促進させるものとして､平成 5年度

の早い時期の開業を目指します｡

(診センター新は､センターの玄関にふさわしく､吹

き抜け空間 (アトリウム)をもったシンボリック

なものとします｡

3号綿に加え､ニュータウン地域の交通体系を更

に充実させるものとして､事業化に向けての検討作

業が進められています｡

p3号緑,4号緑開通時のアトリウム (センター南駅)

lJセンター南島尺



Ⅱ _ 者T3市 の ･快 適 空 間

シンボル広場､駅前広場

① シンボル広場 は､ 1･2地区 タウ ンセ ンターの それぞれの中心 と して､せ

せ らぎ､滝､噴水､ ライ トア ップ､ さ らには回廊､ モニ ュメ ン トとい った も

のを盛 り込 み､ タウ ンセ ンターを象徴す る魅力的 な広場 を形成 します｡

② 駅前広場 は､バ ス､ タク シー､マイカーをそれぞれ使 いやす く､安全に乗

襖が 出来 るだけでな く､緑 や水を盛 り込んだ快適 な広場 と しますQ

面積 1地区 約10ha

2地区 約1.3ha

J肺
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●第1地区駅前広場平面図
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地区 シンボル広場･--噴水 ･滝 ･せせらぎなど水をテーマに創ります｡

街の中に野性味あふれる滝の軌 を創り出した広軌 ･暴言雛孟壷誓約捕
110-



●第2地区 シンボル広場---緑と光､音､坂道をテーマに創ります｡

:葎雪抜去巌紹那璽苧絹 鮎 や観客席にも
なる｡

･周囲の建物は広場のスケールに合わせ､広場を引き締めるため回廊を廻し
たい｡

●第2地区 駅前法壌平面図
- ll-
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① 歩行者専用道路 ･シンボル道路 ･歩車融合道路等を結んだ歩行者ネットワ

ークを形成 し､多様な歩行者空間を形成 します｡

② ポイ ン トとなる所では高低差を利用 した見晴 らしの場や､街角広場的なコ

ミュニティ空間を確保するとともに､全体に緑豊かでゆったりとした潤いの

あるものとしますQ

③ さらに､高低差を解消するためのエスカレーター ･エ レヘークー等の設置

や､雨の日にも傘をささずに歩けるような回廊等のネットワークを整備 し､

誰 もが快適に歩ける空間を目指 します｡

歩行者ネッ トワーク図

巨至弓 シンーA411 国 事1棚 =:コ声it･事■i) EiEq i4ウtEりぺ1

シンボル道路

(D 広幅員の歩道にはせせ らぎが流れたり､豊かな木陰があるような､歩行者

が主役の道です｡

② 左右対称の直線の道とし､ シンボル性を強調 します｡

01地区 せせらぎのあるシンボル道路

l粕l 2" 【 tZDl
O2地区 緑豊かなシンボル退路

三 撃 こ ‥華 三

●シンボル道路の街並みイメージ -12-



●シンボル道路計画イメージ

軍学2'晶嘉Ly芋腎 菱壷姦雪遥嬉哲と
て計画｡

妄言姦群 髄 .t､て､運動感覚を柑

歩車融合道路 ･歩行者専用道路

(∋ 都市の回遊軸 と して､ ヒューマ ンスケールの空間を形成 します｡

② 歩車融合道路では速度を押 さえる-仕掛けを施 し､常にゆったりと歩ける道

となります｡

●歩jrL融合退路計画イメージ

･縦列駐車の出来る歩車軸合道路｡

'公孟措 きb;若芽存苧吾露 呈畠書蓮
施.
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5総合公臥 歴史公園 l

タウンセ ンターに隣接する大規模な潤いのある空間として､また港北ニユ-

タウンのグリ-ンマ トリックスの拠点として､総合公園と歴史公Ei]を整備 しま

すo

総合公園は､この区域で最大の19haの面積を持ち (横浜公園の約 3倍)､二

ユータウン地域のみならず､周辺地域 も対象と した多様なレクリエーション活

動の場 となる一方で､自然環境の保全 .育成を目指 した公園となります○

また歴史公園は､港北ニュータウンの文化遺産である大塚 .歳勝土遺跡を保

存す ると共に､隣接する歴史博物館の野外施設を設置 し､歴史が体験できるユ

ニークで特色ある公園としたを計画を進めています○

/ ＼

ヒ ゴ 二二 . :_=_i ≡

-a::.::::;::::::::≡.:.::;::≡.萱:I.:;:g:;::,≡:..蓑:ig:g:::.:::.::夢::,:胴 爾 閣 両 ≡

上 - - - r ∵
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班.南 米 ･ 覇等柔旨機 肯巨

核的複合施設

4ヶ所の大規模街区(13-19ha)にそれぞれ機能を分担し､周辺開発を

誘発する核施設の立地を図ります｡

[施設整備コンセプト]

O｢国際性をテーマにした商業とホテルを複合した施設｣

O r生括 ･文化の情報発信性の高い様々な施設の複合J

Or比較的オーソドックスな商業とスポーツとを複合した施設｣

O ｢専門色の強い商業とオフィスとを複合した施設｣

■1-B街区 :建設イメージ

J1-A街区 :建設イメージ
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12-A街区 :建設イメージ ■2-B街区 :建設イメージ

-16-





街区や画地の大きさに応じて､大規模百貨店や大型スーパーをはじめ専門

店,飲食店まで整備され､日用品から最先端ファッションまであらゆるもの

に接することができます｡
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ビジネスコア (仮称)

第 2地区の北西部を大規模業務系ソーンとし､センター内の商業施設の活

性化のために､本社機能を中心に大規模な業務施設の集積を図ります.

また,高低差を利用した地下空間の利用を進め､駐車場の確保等を図りま

す｡

■ビジネスコアの構成イメージ



Jlビジネスコア建築想定模型

ブラザビル (仮称)

センター北駅西側のブロックに鳥尺舎,地下駐車場,核的複合施設,さらに

駅前広場とも連携した施設の建設を図ります｡
L

これにより､駅周辺の地上,地下の一体的な開発を促進し､商業 ･業務施

設を軸とした調和のとれた都市機能を軽備します｡

■ブラザビルの構成イメージ

日汁 中 ▲ R

≡ 核的接合施設 彪 1lil事一!Ll
彰珊小■■■11■■■
､＼--.sk

＼-- - ∴歩き5gS..:.:::.:北l>

i行
･-一一一一- ＼､ _義 ■●●●●●●●l

山 ～ .竣■

北山田 l駅前広場 ÷:蕊芸
揺I

8F バス符̂ 1l' qr商業.:::::■::某満施設
1コl l

鶴 . )L l占

駅前広場 41FF｣ 日歩行者動抜̀デッキ' t
■l
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工V. 文 イヒ 一 千千 政 施 設

歴史博物館

港北ニュ-タウンの出土品をはじめ､横浜に関わりのある歴史資料を保存 ･

公開するために歴史博物館を整備 します.また隣接する歴史公園との一体活用

を行います｡

･敷地面積 ･約7,200m2 ･廷床面積 約9,000nf

市民ホール

本物の文化､芸術を目の当たりにできるホールとして､平成 6年度の竣工を

目指 しています｡

･敷地面積 .約1.2ha

区総合庁舎

平成 6年度の行政区再編成に向けて､区役所､保健所､消防署等の各種行政

関連施設を配置 した､従来にない大規模な総合庁舎を目指 し､新 しい区の行政

の中心として整備を進めます｡

･敷地面積 約19ha

ニュータウンの医療の中心であると同時に､横浜市北部地域の医療施設の拠

点として､平成 6年度までに準備に着手 します｡

･予定面積 約2.7ha i

スポーツ ･文化系施設

隣接する総合公園と一体化 した利用が図 られるよう､機能や施設内答を検討

し､整備をすすめていきます｡

･予定面積 :約15ha

警察署､郵便局等の公共サービス施設の立地を進めていきますO



V . 周 辺 地 区 整 備

センター関連地区

南北タウンセンターの問に位置するこの地区については､ニュータウンの骨

格をなす幹線道路､鉄道の整備に合わせ面整備を行 うこととし､タウンセンタ

ーと関連する機能の導入を検討中です｡

現在､地元地権者の代表者と研究会を設け､整備の進め方等について検討を

進めています｡

･面棟 約 25ha ･地権者 約 160人

タウンセンター以外のセンター地区

港北ニュータウンには､タウンセンターをはじめ 4つの駅前センター､ 6つ

の近隣センターが計画されています｡

駅前センターは各駅勢圏､近隣センターは各徒歩圏を主に対象としたセンタ

ーとして設定されていますが､それぞれ特色を持った魅力あるセンターとなる

よう街づくりを進めています｡

タウンセンターを中心に各センターがそれぞれの特色を持ち､機能を分担す

ることにより､ニュータウンの商業 ･業務梯能を充実させていきます｡

■周辺地区

-22-



∩

.
Ⅵ . 2 1 世 糸己 そこ ｢司 もナ た 新 機 肯巨

セ ンター内移動システム

73haに及ぶセンター地区内の各施設を安全で快適に結ぶ電気自動車や ミニ-

スといったシステムを検討中です｡

全国や海外からも来街者を見込む広域拠点として､成田や羽EEFとのアクセス

の必要性が高まるため､災害救助だけでなく､交通機関としてのヘ リポー ト設

置について､ニュータウン全体の中lで検討を進めます｡

都市管理情報 システム

現在住宅地において整備をすすめているCATVの活用は勿論､駐車場案内

や交通情報､防災､災害通報といった大都市には欠くことのできない情報シス

テム､管理 システムの検討を進めます｡

-23-
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Ⅶ _ 開 発 ノレ - ノレ

街づくり協定

タウンセ ンターのように､広域にわたり商業 ･業務 ･文化等の多様な用途の

建築が想定 され､かつ熟成が長期にわたる地域においては､街全体が常に新鮮

で､質の高い調和のとれたものとしていく努力が必要です. また､将来にわた

って発生する多様な需要に対 し､柔軟に対応できる街でな くてはなりません｡

そこでタウンセ ンター関係者が共通の認識の もとに ｢街つ くり協定｣を設定

し､皆で力を合わせて魅力的な街づ くりをすすめることを巨=旨します｡

誘導すべきコン トロール項 目と担保手法 (秦)

建築協定 (建基法) 地区計画 効 果

義 ･最小敷地規模 ○ ○ ○
･共同化 ○

i●堅甲綿雪禦宍ツク) ○ ○ ○

藁 ○ ○ ○

'自閣 鯛 盗難 空臥 ) ○ ○ ○

○

●盆酢 スカレークー.Rr.t段等の ○

窪 ○ ○ ○
○

境 ○ ○ ○

% ･色彩 ○ ○
○

･l階の軒高 ○

崖 ･看板 .広告 ○○

･夜ryT照明 ○

蛋 ○ ○

○

○

｣｣



公開空地 ･建物形態誘導試案

●第1地区
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'.ヽ-,1 -■{ま‥ ～･､-㌔.I-li ;I;転t:.≡ 塾 喜二二Y.i'll.-.A ＼一､. -.- .⊥-- .一一一-警 1一因図億./Ol u-.--.-匡 ≡ー÷-㌔-.竿L-----ー-A.一､-----.-i-7L-間 :/FTMFrF7m/lm､ J

-25-



●第2地区

l｣｣


	表紙

	はじめに

	目次
	タウンセンターの姿（建築規定模型
）
	開発理念

	修正マスタープラン１

	修正マスタープラン２

	ゾーニング図

	Ⅰ．街の骨格１. 幹線道路　２.センター内道路　３.駐車場システム  
	４.共同埋設システム　5.地域冷暖房システム  
	6.高速道路3号線　７.横浜4号線 
	Ⅱ．都市の快適空間 　１. シンボル広場、駅前広場

	第２地区　シンボル広場　第２地区　駅前広場平面図

	２.歩行者空間　3.シンボル道路

	4.歩車融合道路・歩行者専用道路
	５,総合公園、歴史公園

	Ⅲ.商業・業務機能　１. 核的複合施設

	２. ショッピングストリート

	３.商業施設

	４.ビジネスコア（仮称
）
	５.プラ
ザビル（仮称） 
	Ⅳ.文化・行政施設 １.歴史博物館　２.市民ホール　3.区総合庁舎　4.総合病院　5.スポーツ・文化系施設　６.国・県施設

	Ⅴ.周辺地区設備　1.センター関連地区　２.タウンセンター以外のセンター地区

	Ⅵ.２１世紀に向けた新機能　１.センター内移動システム　２.ヘリポート　3.都市管理情報システム

	Ⅶ.開発ルール　１.街づくり協定　2.誘導すべきコントロール項目と担保手法（案）
	３.公開空地・建物形態誘導試案


